


お問合せ／修理について

< ご用意いただく情報 >
・弊社製品名、型番、ご購入店、ご購入日、トラブルの起こった状態、トラブルの内容
　現在の状態。エラー表示等。         

それでも解決できない場合は、カスタマサポートへ

お問い合わせいただく前に、以下をご確認ください

※受付時間　9：30～17：00　月～日曜日（年末年始・夏期休業期間 をのぞく）
cs@tohshoh.jpメール :

電話 : 048-997-2244

FAX : 048-997-2082

❖ 故障かなと思ったらP.18 を
　参照し操作を再度ご確認願います

●送料は、発送時はお客様ご負担、返送時は弊社負担とさせていただいております。
● ）料無積見（。すましたい内案ごを積見に先は合場たっなと理修料有
金額のご了承をいただいてから、修理をおこないます。

●弊社検品時に絡まったテープやＣＤトレイが開かない場合でのＣＤが原因の
場合、厳密な検査上取り外してご返却できない場合があります。
何卒ご了承ください。※返却が必要な場合は必ずご連絡をお願いいたします。

修理を依頼される場合は、必ずカスタマサポートにご連絡の上、以下
の要領でお送りください。
※勝手に送付されると対応できず返品されることがあります。

本製品

メモメモ

※メモ等で結構ですので上記を明記してください。

●氏名
●FAX 番号
●住所

●メールアドレス
●電話番号

●症状

保証書または
お買い上げ時のレシート

梱包は厳重に！弊社到着までに
破損した場合、有料修理となる場合があります。

宅配便で送付
紛失をさけるため宅配便でお送りください。

〒340-0802　埼玉県八潮市鶴ヶ曽根1442-1
株式会社とうしょう カスタマサポート修理 宛

※ご自宅への訪問対応は行っておりませんません

・ご一緒に操作をしていただく場合がありますので本機をご用意ください。
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❖レコードプレーヤー       　　　　　　　　❖ＣＤ

　モーター：ＤＣ方式　　　　　　　　　　　作動方式：モーター

　駆動方式：ベルトドライブ　　　　　　　   再生専用（録音機能無）

　回転数：33 3/1  45  78rpm　　　　　　   ❖カセット

　信号雑音率：25db　　　　　　　　　　　  ＤＥＣＫ１：再生／録音

　針　：　サファイア（中国製）　　　　　　 ＤＥＣＫ２：再生専用

❖ラジオ　　　　　　　　　　　　　　　  ❖サイズ

　ＦＭ：76.0 ～ 108MHz                                           本体：幅 31.8ｘ奥行 29.0ｘ高さ 28.6ｃｍ

    ＡＭ：54.0 ～ 1600KHz　　　　　　　　　   スピーカー：幅 14.5ｘ奥行 14.5ｘ高さ 22.6cm（１個）

　周波数特性：80Hz ～ 3.5KHz　　　　　   ❖出力

❖電力　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２Ｗｘ２Ｗ / インピーダンス４Ω                                                                          

　ＡＣ100Ｖ　50 ／ 60Hz　　　　　　　　　

　消費電力：20Ｗ　                                  　　　　　  

❖端子

    出力端子：（背面）ピンジャック６ｍｍ端子／イヤホン端子：（表面）3.5mm



DVD／ＰＣで作成したMP3 方式ＣＤが入っていませんか？
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●外部出力端子に接続されていませんか？

●針の保護カバー （白いカバー） を外しましたか？

●赤い針先を外していませんか？　※交換時以外は外さないでください



テスト用単四乾電池×２

リモコン

Serial number

スピーカー端子

ＣＤ取出ボタン

ラジオ切替スイッチ

機能切替スイッチ

カセット挿入口

ラジオ選局ツマミ

電源 /音量ツマミ

カセット操作部
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TURNTABLE WITH RADIO, CD & DUAL CASSETTE SYSTEM

TCD-389W

FM
AM
AC

MHz
kHz

76 - 108
540 - 1600
100V　～   50/60Hz  20W

電源 /音量ツマミ

ツマミを回転

させることで

電源が

ON/OFF

になります



※外部出力端子にスピーカーをつなげても音声は
でませんご注意ください。

・リピートボタン

１回押すと再生曲を１回繰

返し再生します

２回押すと全曲繰り返し再

生します

・頭出しボタン

前の曲 /次の曲を選曲でき

ます。押した回数だけ進み

ます

※ＣＤのみ適応します
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※電源を入れる前に本体背面にスピーカーを接続します。

   （外部出力はアンプ接続時に使用する端子です。ここにスピーカーをつないでも音は出ません）

①電源プラグにコンセントを差込み電源ツマミを回し電源を入れます。電源ランプ「赤」点灯します。
　（ディスプレイはつきません）
②機能選択スイッチをテープに合わせます
③DECK1,DECK2 の停止／取出ボタンを押し、カセットドアを開けます。「ゆっくり開きますので」
　無理やり開けようとしないでください。カセットテープを正しい位置にセットし、カセットドア
　を指で閉めます。
　（閉じるときの押す位置は図を参照ください。）
④「再生」ボタンを押します。（スピーカーから曲が流れます）
⑤音量調節ツマミを回しお好みの音量に調節しお聴きください。
⑥「巻戻し」ボタンはテープが速く戻り、「早送り」ボタンはテープが速く送ることができます。
⑦「一時停止」ボタンを押すとテープが一旦止まり、もう一度押すと再び再生します。

閉じる

押す

閉じる

押す

カセットドアを閉じるとき　　

この位置を押してください

機能選択スイッチ
選局メモリー
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テープからテープへのダビング録音方法レコードプレーヤーの再生方法

①電源プラグにコンセントを差込み、本体電源ツマミを回し電源をいれます。
②機能選択スイッチでレコードに合わせます。
　※レコードをのせる前に・・・アーム先端に針先（赤色）の白いカバーが付いております、使用後

　　には保護のために保管してください。また交換以外は針先（赤色）を外さないでください。

※電源を入れる前に本体背面にスピーカーを接続します。
   （外部出力はアンプ接続時に使用する端子です。ここにスピーカーをつないでも音は出ません）

針先（赤色）
針先カバー（白色）
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ＣＤの再生方法

❖ ＣＤのセット方法

このプレーヤーはＤＶＤの使用はできません。 セット時に

必ず、印刷面やご購入時のパッケージを確認してください。

読取部の不具合 /故障の原因になります。

また、 市販ＣＤでも傷、 汚れ、 指紋などを拭き取ってから

セットしてください。

※ＣＤトレイが開かなくなった場合は一旦、 電源を切りコン

セントも抜き数時間放置し再度試してください。

※ＭＰ３方式ＣＤは使用できません。

ツマミを回し

電源をいれます

※ＣＤトレイを手で絶対に押し込まないでください。

※電源を入れる前に本体背面にスピーカーを接続します。

   （外部出力はアンプ接続時に使用する端子です。ここにスピーカーをつないでも音は出ません）

レコードからテープへの録音方法

レコードに針をゆっくりと
のせます。

針をアームホルダーに戻します。

※機能選択スイッチでカセットに合わせカセットDECK1
のテープに録音した曲が入っているか確認します。

レコードのＡ面終了時にテープの一時停止ボタンを押し
録音を一時的に停止します。レコードをＢ面（裏面）
または、別のレコードに変えます。セットが終わったら
再度一時停止ボタンを押し録音を再開します。
次に、レコードに針をのせます。　音声が流れます。
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電源ツマミを回し電源を入れ

機能選択スイッチをレコードに

合わせます



電源プラグにコンセントを差込
み電源ツマミを回し電源を入れ
ます

機能選択スイッチをＣＤに合わせ

ます

ＣＤ開閉しボタンを押し、ＣＤを

セットします

セットしたＣＤの曲数が表示された

ら再生ボタンを押します

再生が終了するには停止ボタン

を押します

再生を一時的に止める場合は再生

/一時停止ボタンを押します

前の曲、 次の曲にする場合は

頭出しボタンを押します

キラキラ光っている面を下にセットしま

す、 開閉ボタンを押し閉ます

再生を一時停止します、 もう一度　ボタ

ンを押すと再生 （再開） します

押した回数分、 前後に進みます

この操作を繰り返しプログラム選曲

します最大２０曲可能です

ＣＤの再生方法

ＣＤのプログラム再生方法

ＣＤのリピート再生方法
ＣＤセット後にリピートボタン

を押します（ディスプレイ参照）

レコードからテープへの録音方法

※電源を入れる前に本体背面にスピーカーを接続します。
   （外部出力はアンプ接続時に使用する端子です。ここにスピーカーをつないでも音は出ません）

閉じる

押す

カセットドアを閉じるとき　　

この位置を押してください
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自動再生する為、ＣＤセット後に

停止ボタンを押します。

プログラムボタンを押します。

※注意
レコードをのせる前に・・・アーム先端に針先（赤色）の白いカバーが付いております、
使用後には保護のために保管してください。また交換以外は針先（赤色）を外さないでください。



ＣＤからテープへのダビング録音方法
※電源を入れる前に本体背面にスピーカーを接続します。

   （外部出力はアンプ接続時に使用する端子です。ここにスピーカーをつないでも音は出ません）

電源ツマミを回し電源を入れ

機能選択スイッチを CD に

合わせます

ＣＤの再生 /一時停止ボタン
を押しＣＤを再生します。

カセットテープ停止ボタンで録音
を停止します。
※機能選択スイッチでカセットに合わ
せカセットDECK1 のテープに録音し
た曲が入っているか確認します。

❖ ＣＤのセット方法閉じる

押す

カセットドアを閉じるとき　　

この位置を押してください

ＣＤからテープへのダビング録音方法
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